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　まだまだ猛暑が続いておりますが、会員各位におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。お陰さま
でガバナー公式訪問も順調に進み、終えたクラブの皆様には、心温まるお招きを頂き感謝申し上げます。
　さて、現在世界中で教育を受けられないでいる子供達は6700万人いると言われ、15歳以上でさえ７億7500万人
もの人々が読み書きが出来ないと言われています。これは一部の性差別により女性が教育を受けられない、また学校
などの施設がない、または不足している、施設はあるが交通手段等の問題で通えない、貧困なためお金が無い、水汲
みがあるため行く時間が無い、そして何より教える人がいないといった現実がそこにはあります。読み書きが出来な
いと意思疎通に障害を生じ、正しい知識や情報が伝わらず、生活水準の低下や人間としての豊かさに偏りが生まれま
す。
　これは遠い国の話のみでなく、日本国内でも贅沢な話ですが起こりえることです。ある調査によると、東京大学生
の親の平均年収は950万円以上と言われ、他大学よりも多いというデータが出ています。年収がある家庭に育った子
供は、豊かに物心両面から援助され、教育を受ける機会が多種多様です。もちろんそれだけではありませんが。
　そこでロータリー財団では、６つの重点分野の一つに「基本的教育と識字率向上」を掲げています。そして世界中
のロータリアンより善意の寄付を募り、その寄付を基に世界の恵まれない子供や女性に教育を受ける機会を創出する
事業を行っています。このような世界の現状をご理解して頂き、これを改善すべき寄付とその支援に是非お力をお貸
し下さいますようお願い申し上げます。
　話は変わりますが、ロータリアンの３大義務として①会費の納入②例会出席③ロータリー雑誌の購読があります。
日本では③は「ロータリーの友」の購読がこれにあたります。
　「ロータリーの友」は「THE　ROTARIAN」というＲＩ本部で発行されている公式雑誌で、地域雑誌を合わ
せた世界32の雑誌が存在し、これらを総称して「ロータリーワールドマガジンプレス」と呼び、「ロータリーの
友」もこの1つに含まれます。1911年に「THE　ROTARIAN」が創刊され、正確には「THE　NATIONAL　
ROTARIAN」だそうですが、途中第2次世界大戦により休刊に追い込まれた経緯があります。一方日本では1952年
7月に、一つだった日本の地区が二つに分割されたことを機に、両地区で情報を共有しようということから、1953
年1月に「ロータリーの友」が創刊されたそうで、創刊号の発行部数は僅か3,300部だったそうです（今では９万弱
の部数が購読されている）。この時から横組みはＲＩ情報、縦組みは国内情報として構成されていたそうです。しか
し「ロータリーの友」がすぐに認められたわけではなく、1980年７月号から公式のロータリー地域雑誌としてＲＩ
より承認される迄は、英文の「THE　ROTARIAN」を購読せざるを得なかったようです。
　そして世界中の読者のために共通の「ルール」があるそうで、一つには毎年7月号の表紙には、ＲＩ会長の写真を
掲載する、二つには「ロータリーの基本」に加え、テーマごとにＲＩが強調する活動に関する世界の状況を特集し、
全世界のロータリアンに基礎的情報を伝えることだそうです。これまでには、「ポリオ撲滅」「識字率向上」「子供
の死亡率を減らす」「ロータリーの基礎知識」「水と衛生に目を向ける」「平和と紛争解決に向けて」といったテー
マが取り上げられているということです。
　このようなことを踏まえ、「ロータリーの友」を読んでみると、また今までと違った意味で興味が深まるかもしれ
ません。
　今月は「基本的教育と識字率向上月間」「ロータリーの友月間」です。この機会にもう一度認識を深め、何か出来
ることはないか、皆さまで検討してみてはいかがでしょうか。

２０１７～１８年度　ガバナー
国際ロータリー第2770地区
　ガバナー　大貫　等（上尾西RC）

基本的教育と識字率向上
及びロータリーの友月間
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公共イメージ部門・会員増強維持部門
合同セミナー報告

　２０１７年７月８日（土）大宮ソニックシティ市民ホールで、昨年度に続き、公共イメージ部門・会員
増強維持部門合同によるセミナーが開催されました。冒頭の挨拶で大貫等ガバナーは、「ロータリー関係
者ではなく外部の皆さまに『ロータリー』を具体的に表現し、明確に良いイメージを膨らませて貰えるこ
とが重要です。奉仕活動の際にもっとロータリーのロゴマークを掲げ公共の方々にアピールし、メディア
に取り上げられる事をより意識してください。それが会員増強につながり、我々の奉仕活動を更に活性化
させる力になります。特に若い世代の方々、女性の方々が入会を考えてもらえるようアピールし、イメー
ジを向上させることが出来れば良いと思っています。」と話されました。
　続いて、三國明地区研修リーダー・公共イメージ部門担当諮問より、6月のアトランタ世界大会時にお
ける海外のロータリアンならではの個性的なロゴマークの表現方法やアピール方法、大手アメリカ企業の
ブランド・マーケティング戦略についても学べることがあり参考にして欲しいとのお話をいただきました。
　又、星野時夫ロータリーの友地区代表委員から、ロータリーの友の変更箇所、投稿の呼びかけやお気に
入り情報の提供等、詳細に説明頂きました。
　小木曽賢己公共イメージ部門委員長からは、新年度のスタートにあたり、挨拶と共に公共イメージ向上
のための今年度の活動方針の話がありました。
　また、私小岩井より、昨年度の大宮西ＲＣの奉仕活動を例に、具体的にどのように公共の方々にロータ
リーをアピールし、公共イメージを向上させるのかを、実際の画像と併せて説明をしました。
　更に、一般の方々にロータリーを知っていただく為、又、入会勧誘の為のロータリー解説情報CD（制
作、小林久純氏）を放映し、各クラブに１枚贈呈致しました。
　各クラブで、ロータリーをどのようにアピールし、地域の公共イメージを向上させていくのかを改めて
考えて頂き、会員の増強と地域の奉仕活動の更なる活性化になればと願っております。

公共イメージ向上委員会委員長

　小岩井　忠（上尾西RC）
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ロータリー財団部門セミナー報告

テーマ『ロータリー財団を学びましょう』
　７月１５日（土）に、ロータリー部門財団セミナーを大宮清水園にて開催をいたしました。
　始めに、財団の７つある委員会から、それぞれ発表がありました。資金推進委員会からは、寄付の種類
や目標寄付額についてとロータリーカードについての説明がありました。ポリオ・プラス委員会からは、
現在のポリオの実態と今後の活動について、補助金委員会からは、主にグローバル補助生金について、地
区補助金運営委員会からは地区補助金申請書の提出状況と最終報告書提出のお願いについて、財団奨学・
平和フェロー・学友委員会からは、平和フェローの候補者についてと過去の平和フェローによる発表があ
りました。VTT委員会からは、今年度計画しているパラオでのグローバル補助金を使ったプロジェクト
について、資金管理委員会からは、地区補助金やグローバル補助金に使った資金の管理について、発表が
ありました。
　今年度のセミナーでは、『ロータリー財団を学びましょう』をテーマに、前年度各クラブが行った、財
団の補助金プロジェクトの発表を中心に行いました。地区補助金のプロジェクトに関しては、５クラブか
ら、そしてグローバル補助金プロジェクトに関しては、１クラブから発表をして頂きました。
　ロータリー財団は、『寄付を集める委員会』と思われがちですが、今回の各クラブが行ったプロジェク
トの発表を通して、ロータリー財団の寄付は、自分たちが奉仕プロジェクトを行う時の資金として、最終
的には自分達に返ってくるという事を、再確認して頂けたのではないかと思います。
　ロータリー財団の使命は、『ロータリアンが人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救
済する事を通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすること』です。つまり、国際ロータリー
が目的として推進している世界平和を、達成できるようにするのがロータリー財団の使命なのです。
　先ずは私達、地区のロータリー財団の委員全員がロータリー財団の使命を理解し、それを皆様に伝える
ことで、皆さんがクラブで行う財団の補助金を使用したプロジェクトが、より一層充実した物になり、そ
して、それが結果として寄付の増進にも繋がればと思っております。
　今年度も、ロータリー財団の補助金が皆さんにとって使いやすい補助金となるよう、最大限努力してま
いりますので、どうか皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

ロータリー財団部門委員長

　松村　繁（浦和東RC）
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米山記念奨学部門セミナー報告

　7月16日（日）ラフレさいたまに於いて大貫ガバナーをはじめとする
地区役員、米山記念奨学会の皆様、指定校の関係者様、各クラブ、学友、
奨学生、約210名のご出席を頂き米山記念奨学部門セミナーを開催させ
て頂きました。
　年度が始まる前、ガバナーより当部門においては既に確立されたもの
があり現状の事業の進め方で良いとの指示をいただきましたが、RIテー
マ『ロータリー：変化をもたらす』また、地区の運営方針『新たな行動　
新たな感動』という方針の中で何か新しいものが出来ないかと模索して
いた折に、一部のロータリアンから指定校についてご意見を頂きました。
当地区では現在地区内7大学と良好な関係を築き優秀な学生を推薦して頂いておりますが、地区外より新
たに指定校を取入れるチャレンジをしてみたいというお話をさせて頂きました。また、2018学年度の当
地区に採用される学生の割当数と、その割当数の決め方が変わることをご報告させて頂きました。
　セミナーとしては、まず第二代よねやま親善大使の金福漢さんに現奨学生に向け奨学生として何をすべ
きか、また学友として何をしていくべきか、そしてロータリアンに対する要望ということで基調講演を依
頼しました。部門からは増進委員長から事業の概要および寄付増進、奨学生の卓話訪問等の活動方針を説
明させて頂き、第二部としてグループセッションを開催しました。セッションのテーマは前段で述べた
指定校について地区役員のテーブルで、指定校の皆さまには今後の学生推薦またロータリーへの要望等、
ロータリアンには寄付増進の方策および奨学生に望むこと、奨学生には勉学が本分ではあるがロータリー
家族の一員となって自分が何をすべきか、それぞれ約1時間にわたってセッションをして頂きセミナーを
終了致しました。
　地区役員、クラブ会長には連日のセミナー、また指定校の皆さま及びロータリアン、学友、奨学生の皆
さまには連休中にも関わらず大勢ご参加を頂いたことに感謝を申し上げると共に、今後も米山記念奨学事
業へのご理解ご協力をお願いし話まとまりませんがセミナー報告とさせて頂きます。

それは、平和への“人づくり”
あなたも米山記念奨学事業を支える一人です。

米山記念奨学部門委員長

　金杉　豊（八潮RC）
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奉仕プロジェクト３部門合同セミナー
社会奉仕部門分科会報告

　社会奉仕部門分科会は、会場一杯の１２０名超の皆さまにご参加戴く中、第一全体会議に引続き開催さ
れました。
　私より、ご参加の御礼・委員長・委員・担当地区副幹事のご紹介の後、担当諮問委員の田中德兵衞ＰＤ
Ｇより「ロータリーは何をしている団体か？で定義されるものである。また社会奉仕に関しては、ロータ
リアンとして一番満足感を覚える活動であり、自分たちの行動を通じて地域社会が過ごしやすく楽しくな
る喜びを感じて戴きたい。」とご挨拶を頂戴しました。
　始めに、大塚崇行ブライダル委員長（上尾ＲＣ）から、川口西ＲＣの活動から始まり地区の活動として
取り組んでから３３年目を迎え、今年度より更に実践的な変革を遂げたブライダル委員会の活動内容につ
いて、その仕組みや登録者に対する規約等について説明がありました。また、今年度は個別相談会（旧名
称　相談コーナー）だけではなく、実際に対面する機会を増やす為に、５年振りに「友愛の広場（お見合
いパーティー）」を年２回から年４回開催を予定しており、結婚を望む身近な独身男女をご紹介戴くよう
お願いがありました。
　続いて、堀江誠一地域社会奉仕委員長（大宮東ＲＣ）より、ＲＩ会長メッセージである「一人一本の植
樹を」に対する考え方、過去や現在、植樹・植栽事業に取り組まれているクラブの紹介がありました。そ
して東日本大震災の影響がまだ色濃く残る東北地区のニーズに関する現状報告と取り組みへのお願い。ま
た（公財）埼玉県腎・アイバンク協会の現状と、献眼・賛助会員登録に関する仕組みや登録方法の説明と
共に登録増員に関するお願いがありました。
　更に、ペットボトルキャップ回収事業に関して、この事業にご協力戴いている（株）東武産興　代表取
締役　五十幡健様をゲストスピーカーにお迎えし、キャップ回収の実状の説明と、効果的に成果に繋げて
いく為の留意点について説明をして戴きました。
　最後に私から、両委員会の内容を振り返ると共に、僭越ですが「社会奉仕事業は、事業対象者である相
手の事を一番に考え、どこまで真心を実践できるか？その苦労が多ければ多いほど、達成感や感動になっ
てまた次の活動の力になると思っています。是非、『新たな行動』で、地域に『変化をもたらし』、『新
たな感動』を分かち合いましょう！」とお伝えさせて戴きました。
　紙面の都合上、全てをご報告する事は出来ませんが、社会奉仕部門分科会のご報告と致します。

社会奉仕部門委員長

　佐々木　直之（大宮北東RC）
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奉仕プロジェクト３部門合同セミナー
国際奉仕部門分科会報告

　7月23日㈰大宮清水園にて奉仕プロジェクト3部門合同セミナーを開催致しました。大貫等ガバナーを
はじめ、多くの地区役員の皆様、各クラブ会長及び担当委員長の皆様に参加をいただきましてありがとう
ございました。今までになく、2人の講師による特別講演になり、社会奉仕・職業奉仕・国際奉仕、全て
にからむ内容となりました。講師につきましては、私の地元上尾市に住む参議院議員　若松謙維氏に相談
したところ2人の方を紹介して頂きました。
　まず、小川則雄氏(郡山東ＲＣパスト会長・㈱郡山自動車学校代表取締役)による「ＧＢＰ(がんばっぺ)
福島200万人笑顔応援プロジェクト」についてお話をして頂きました。
　「震災の被災地に笑顔を届けたい！」その思いで当時東京都で在外フランス人協会の会長だったオステ
アー・パトリックさんは、食で福島を元気にしようと知り合いのフランス人シェフなどとボランティア組
織を結成しました。そして県内の避難所を訪ね、フランス料理の炊き出しを行った他、小川さんが招いた
アスリートによるスポーツ教室との連携などを続けてきました。
　最近では市内の小学校なども訪問し、子供たちにお菓子などをプレゼントしています。現在までに県内
54ヶ所、24,000食を超えます。フランスと郡山との絆を育んだ被災地に笑顔を届ける取り組みはこれか
らも続きます。
　そしてもう一人。西川康雄氏(税理士法人西川会計)による「私の国際奉仕」の話です。西川さんは個人
でタイやラオスの子供達に支援を長年続けています。貧困から抜け出すには何が必要か？それはまず教育
だと言う事、そして仕事。その思いで、タイとラオスに財団西川日本語学校をはじめ学生寮の建設、運動
場の建設、保育園の建設、図書館の建設と運営をしています。またスクールバスの寄贈等の事を映像を交
えながらご説明頂きました。
国際奉仕部門　分科会
　国際奉仕委員会…今年度はフィリピンマニラ支援(10月22日～25日)とベトナムハノイ支援(12月2日～
5日)を予定しています。フィリピンには5～6つのプロジェクトを行い、ベトナムには5クラブで2つのプ
ロジェクトを行う事になっています。
　世界で良い事をしましょう！
　国際交流委員会…9月22日における韓国RI.D3750地区との姉妹友好30周年式典(水原)及び23日の「第
14回日韓親善会議(ソウル)」に向けて準備をしています。
　また11月のRI.D2770地区の地区大会には韓国RI.D3750地
区の皆様が約15名来日する予定です。3月31日には台湾の高
雄にて「日台親善会議」が有りますのでその対応をしたいと
思います。これらを機会に姉妹・友好クラブを模索してはい
かがでしょうか。
　世界で仲間を作りましょう！
　世界はあなたを待っています！！

国際奉仕部門委員長

　大木　保司（上尾RC）
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管理運営部門セミナー報告

　大貫年度を迎えてはや1ヶ月経った7月30日（日）、川口市民ホール「フレンディア」において2017～
2018年度・管理運営部門セミナーを開催させて頂きました。大貫ガバナーを始め三國地区研修リーダー、
担当諮問委員の浅水直前ガバナー、地区立法案検討委員会委員長の岩渕パストガバナー、地区研修委員会
委員、ガバナー補佐・部門委員長、次年度ガバナー補佐その他の皆さんで、登録者は170名を超えました。
大貫ガバナー、三國研修リーダーにご挨拶頂き、岩渕パストガバナーからは来る2019年の規定審議会へ
の制定案の提出についてお話しがありました。続いて担当諮問委員の浅水直前ガバナーの基調スピーチ、
その後私からはRI会長賞について、各委員長からそれぞれの委員会の活動方針をお伝え致しました。
　後半の特別講演には、NPO法人PADM(遠位型ミオパチー患者会) 代表の織田友理子氏にお越し頂き、
1時間近くお話しして頂きました。氏は常にご主人と行動を共にされていらっしゃいますが、当日は一人
息子の栄一君をお連れになりました。聡明なお顔立ちの栄一君、お二人の愛情を一身に受けていらっしゃ
るご様子で、とっても微笑ましかったです。
　氏からはご自身の難病の事、日々の生活の事、そして世の中のバリアフリーの事等、多岐にわたりお話
しして頂きました。氏の力強く前向きで、心優しいお話しに感動しました。セミナー翌日に頂いた氏から
のメールの一部をご紹介します。
　「昨日はとてもありがたい時間でした。ロータリアンの皆さまは真摯で素敵でした！まさに紳士淑女の
集まりでした(^^)」　（原文のまま。）
　氏は地区の卓話者バンクにも登録をされております。氏の卓話をご希望の際はぜひ地区事務所までお問
い合わせください。ご出席各位には最後まで講演に耳を傾けて頂き、ありがとうございました。
　RIテーマ「ロータリー：変化をもたらす」、そして地区運営方針の「新たな行動　新たな感動」の実
現に向けて、管理運営部門は地区内クラブの活性化のお手伝いをして参ります。皆様のますますのご隆盛
をお祈り申し上げます。

管理運営部門委員長

　吉田　英一（鳩ヶ谷RC）
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青少年奉仕部門セミナー報告

　2017年8月6日、市民会館おおみや小ホールにて開催いたしました青少年奉仕部門セミナーには大貫ガ
バナー、パストガバナー、ガバナー補佐、地区内クラブの多くの皆様に出席を賜り感謝いたします。
　参加していただいた皆様には部門内（青少年育成・IA、ローターアクト、ライラ、青少年交換）の4委
員会の活動方針、年間計画についてご確認いただくと共に、委員会事業に参加した若者達からの体験報告
と感動、ロータリーへの感謝の発表をお聞きいただきました。
　彼らと共に活動や出会いを通して才能と熱意を呼び起こし奉仕と責任感を育て相互扶助の世界を目指す
という我々ロータリアンの責務の大切さを私自身も改めて感じたところでございますが、皆様にもご理解
を頂けたと確信いたしております。
　又、講演では特別講師として埼玉県警察本部少年課警部補・唐仁原様により青少年達を犯罪から守る、
そして青少年育成に対して、幼少期よりの親、大人の役割の大切についてのお話も頂きました。
　私達青少年奉仕部門委員会でもRI、大貫ガバナーの方針に沿い多くの青少年奉仕活動を計画し地区内
クラブの皆様にご協力をお願い致しておりますが、やはり主役は活動参加者であり、皆様のクラブであり、
私達ロータリアンです。
　私たちの活動が若者達の成長に対して全ての分野で、多くの影響を与えると言う事は事実です。
　今回の部門セミナーが、皆様の今後のロータリー奉仕活動にお役に立つことが出来るならば幸いです。
　今後とも、4委員会の活動に更なるご理解とご協力を賜ります様お願い致します。

青少年奉仕部門委員長

　進藤　和夫（久喜RC）
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　当クラブでは、世界の乳がん月間の１０月に「ピンクリボン運動」を行っています。ピンクリボン
ツリーの設置やパネルを展示し、訪れる多くの方たちに疑似乳房の触診体験、乳がん看護認定看護師
による個別相談を行う他、夕刻にはソニックシティビルの壁面に「ピンクリボン」を大きくライト
アップして乳がんの早期「発見・診断・治療」の大切さを伝えています。またクラブ創立記念月の３
月には「鉄道博物館ナイトミュージアム－親子で学ぶ鉄道の街・大宮－」を開催。鉄道博物館を借り
切り、地元の小学生とその保護者の方たち約２５００名を無料招待し、展示物等を見たり、体験する
ことで、自分たちが暮らしている大宮が鉄道の街だったことを良く知り、郷土を好きになり、そして
誇りを持ってもらえるように、親子の楽しい学びの場を提供しています。

第４グループガバナー補佐

　清水　恒信（大宮西RC）

「我がクラブ」第４グループ
大宮西ロータリークラブの紹介
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「我がクラブ」第５グループ
桶川ロータリークラブの紹介

　桶川ロータリークラブをご紹介いたします。
　当クラブは、上尾ロータリークラブが親クラブであり、
1972年2月に22名の会員にて発足致しました。全盛期は
最大58名の会員を擁しておりましたが、現在は発足当時
より若干少ない21名での活動となっております。さらに
は、世情と同様に会員も高齢化が進み平均年齢は59歳と
なり、試行錯誤の46年目を迎える今日です。
　クラブの奉仕活動といたしましてはボーイスカウトの支
援を決定し、1975年カブ隊（小学3～5年）64名、ボーイ隊（小6～中3）33名にて初団式の実施を
し、現在も引き続き支援活動をおこなっております。毎年2回の献血運動にも協力をしております。
　昨年より青少年健全育成事業として、小学4年生以下の桶川市及び近隣地域の少年野球チーム16
チームを招待して、『桶川ロータリークラブわんぱく少年野球大会』と銘打って、2日間（土、日）
開催し、大盛況でした。
　その折には少年野球参加チームの皆さん並びにご父兄のご協力をえまして、ポリオ撲滅に向けた
ペットボトルキャップの回収を実施いたしました。結果、大量（写真）に回収をさせて頂いておりま
す。
　また、2017年度はロータリー米山記念奨学生の世話クラブとなり、中国吉林省出身のジヨン・ヨ
ンファさん（女性、26歳、文教大学人文学科、第二言語習得コース）を受け入れてお世話をさせて
いただきます。
　他、親睦委員会での野球観戦・相撲観戦等に家族ぐるみで参加しております。
　現在、当クラブの最大の課題は“新入会員の増強”であると認識しており、“本年度目標：5名の
新入会員獲得”を目指して、会員一同頑張っております。

桶川RC公共イメージ委員会委員長

　遠藤　計（桶川RC）
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　文教大学ローターアクトＯＧであり、2016～2018年度継続米山奨学生でもある私は、今年は博士
課程３年生になりました。この文章を書いている夏の時期は博士論文をまとめるためとても忙しいで
すが、他の米山奨学生と一緒にロータリーの活動に参加できるのは、心の中にとても充実感を持てて
幸せなことですので、研究と活動を両立できるように楽しんでいます。
　毎週の例会に出席するのは勿論、それ以外にも、5月/日帰り旅行（学友主催）、6月/農園作業・
BBQ（浦和北RC主催）、8月/世話クラブ戸田西直前会長宅の屋上での戸田橋花火観賞や、杉戸RC
と杉戸古利根川流灯祭り参加などは最近の活動です。また、月に1回、学友と世話クラブのロータリ
アンの鈴木農園で農作業の手伝いもしています。

文教大学・大学院言語文化研究科博士後期課程3年

　柯愛霞
（所属世話クラブ：戸田西RC）

農園作業・BBQ（交換留学生＆米山奨学生）

戸田橋花火（ロータリアン＆学友＆米山奨学生）

杉戸流灯祭り（ロータリアン＆学友＆米山奨学生）

農作業（ロータリアン＆学友＆米山奨学生）

学友の窓
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公式訪問ご報告

越谷南ロータリークラブ

7 月 13 日（木）大貫等ガバナー初めての公式訪問が、
当クラブから始まりました。

大貫ガバナー、本田地区幹事、原ガバナー補佐、
加藤ガバナー補佐幹事をお迎えし、公式訪問例会が行
われました。昨年度、会長、会長エレクト、幹事共地
区へ出向していましたので、大貫ガバナー、本田地区
幹事とは面識があり緊張の度合いが少しは薄れお互い
良かったのではと思います。例会では、今年度初入会
の小林さんにロータリーバッチを付けて頂き、ありが
とうございました。一生の思い出になることでしょう。協議会では、各委員長の質問に的確、適正なご回答を頂き又、
丁寧なご指導いただき大変勉強になりました。

又、皆様には懇親会もご出席頂き、会員と共にお酒を飲んでカラオケを歌いとても楽しい懇親会となり、有意義
な一日となりました。長時間に渡り、ありがとうございました。

三郷ロータリークラブ

７月１４日（金）大貫ガバナー、宇田川ガバナー補佐、中山地区副幹事をお迎えし、公式訪問を開催しました。
懇談会では、例年のクラブ行事の報告や今後のクラブの活動、特に公共イメージのアップ・会員増強・例会の出

席率向上などについて具体的なアドバイスをしていただきました。ガバナー卓話では、自己紹介、世界大会の様子等
とても興味深いお話をしていただきました。クラブ協議会では各委員会の活動について親切かつ適切な講評をいただ
き、大変参考になりました。懇親会も和気あいあいと楽しいものでした。

大貫ガバナーの人柄に触れ、より身近に感じることができ、本当に有意義な公式訪問でした。暑い中、又大変お
忙しい中、例会にお越しいただき誠にありがとうございました。

平成２９年７月１３日　

会長：赤松　則宏／幹事：石川　勝利

平成２９年７月１４日　

会長：坂下　昇平／幹事：佐藤　泰博
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蕨ロータリークラブ 平成２９年７月１８日　

会長：髙石　正／幹事：髙松　良典
連日の猛暑の中、大貫ガバナーにはご指導

ありがとうございました。
蕨ロータリークラブの今年度のテーマは

「地域のためのクラブをつくろう」でありま
す。そこで今年度は社会奉仕事業として、蕨
ロータリー杯「青少年サッカー大会」を企画
いたしました。ガバナーのアドバイスを参考
にしてクラブ全員参加の事業として開催致し
ます。

そして、蕨ロータリークラブにとって待ったなしであるのが会員増強であります。今年度は増強委員長、副委員
長に若手を起用し、会長、幹事はもとより、パスト会長にも積極的に増強運動に参加して頂きます。

また、例会においても少しの時間でも情報交換の時間を作っていき、一年間増強に力を入れていきたいと思います。
ご支援、ご指導を宜しくお願い致します。

浦和北ロータリークラブ 平成２９年７月１９日　

会長：古澤　建治／幹事：田巻　覚
　７月１９日ガバナー公式訪問が開催されました。１１時よりガバナー補佐、会長、幹事、幹事エレクト同席の上、
１時間ガバナーとの懇談会が執り行われました。本年度のＲＩ方針「ＭＡＫＥ　Ａ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ」の具体
的な取り組みや、又地区の方針である「新たな行動」、「新たな感動」についての活発な討議がなされた。クラブとし
て、何時、何をすべきか、そしてそれが社会的貢献性を高められるのか、勿論ＲＩテーマである植樹一人一本の計画
は、社会奉仕委員会を中心にしてメンバーと共に企画、立案している事をお伝えしました。ガバナーより様々な御提
案を頂き新たな行動を起こすべき、と各委員会共協議しながら本年のクラブライフが実りあるものとしたい、と第一
部は終了しました。
　続きまして１２時よりクラブ例会に参加いただき写真撮影、例会セレモニーに続き大貫ガバナーの卓話となりまし
た。人と動物とのかかわり方や自然との共生など動物学者の経験による貴重なご意見も頂きました。１３時 30 分よ
り各委員長の年度計画、活動方針の発表です。まず 5 大奉仕からの発表に続き、各委員会の新しい取り組みなど、又、
今年度復活したローターアクト委員会も新規事業を発表し、それぞれガバナーの講評をいただきました。
　地区テーマをあくまで基調概念として、各委員会がその機能を十分に生かしメンバー全員の参加の下、新たな行動
をしようと意を強くしたところです。
　大貫ガバナー、本日はお忙しい中、当クラブ訪問大変ありがとうございます。まだ先にはＩＭ、地区大会等公式行
事が多々あります。これからもご指導ご提案等宜しくお願い致します。
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大口寄付 66,448.14$

吉田　肇
（川口西）

平成29年7月21日

大口寄付 ベネファクター
63,968.62$

森田武司
（大宮北東）

平成29年7月5日

大口寄付 ベネファクター
53,725.00$

大塚信郎
（上尾）

平成29年7月20日

大口寄付 ベネファクター
11,100.00$

岸　聡
（大宮）

平成29年7月28日

大口寄付 20,000.00$

岡庭　明
（三郷）

平成29年7月24日

大口寄付 21,000.00$

山田誠治
（春日部）

平成29年7月12日

大口寄付 18,589.35$

藤原忠雄
（川口北）

平成29年7月20日

M・P・H・F（4）

内田弘章
（戸田西）

平成29年7月6日

M・P・H・F（7）

寺門孝彦
（春日部）

平成29年7月27日

大口寄付 10,000.00$

宇田川初夫
（三郷）

平成29年7月24日

M・P・H・F（6）

赤熊晴光
（上尾西）

平成29年7月26日

M・P・H・F（6）

太田與理子
（八潮）

平成29年7月25日

M・P・H・F（7）

熊井初雄
（鳩ヶ谷）

平成29年8月4日

M・P・H・F（3）

久保田勲
（上尾）

平成29年7月20日

M・P・H・F（3）

片桐　勇
（上尾西）

平成29年7月26日

大口寄付 12,583.00$

北西　功
（上尾西）

平成29年7月26日

大口寄付 12,200.00$

島村　健
（上尾）

平成29年7月10日

大口寄付 10,100.00$

岩崎　彰
（大宮）

平成29年7月28日

大口寄付 14,150.00$

永嶋輝一郎
（上尾西）

平成29年7月26日

大口寄付 13,400.00$

永嶋良一
（大宮）

平成29年7月28日

M・P・H・F（8）

吉川公夫
（上尾）

平成29年7月20日

M・P・H・F（8）

高山　晟
（越谷東）

平成29年7月31日

M・P・H・F（3）

鈴木拓雄
（桶川）

平成29年7月6日

大口寄付 10,100.00$

江本尚浩
（大宮）

平成29年7月28日

M・P・H・F（4）

織田隆志
（八潮）

平成29年7月25日

M・P・H・F（5）

岡田栄一
（上尾西）

平成29年7月26日

M・P・H・F（4）

小島喜久雄
（春日部）

平成29年7月5日

M・P・H・F（3）

鈴木八郎
（大宮東）

平成29年8月7日

M・P・H・F（2）

百瀬　皓
（草加中央）

平成29年5月19日

M・P・H・F（2）

丹野寿明
（岩槻東）

平成29年7月19日

M・P・H・F（2）

水野正男
（上尾西）

平成29年7月26日

M・P・H・F（2）

菊池和彦
（岩槻東）

平成29年7月19日

M・P・H・F（2）

瀬田雄一
（大宮東）

平成29年7月3日

M・P・H・F（3）
ベネファクター

石川重明
（上尾西）

平成29年7月26日
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ベネファクター

岡崎愛子
（越谷東）

平成29年7月21日

米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

ベネファクター

尾堤信男
（春日部）

平成29年8月9日

ベネファクター

小林利郎
（岩槻）

平成29年7月31日

米山功労者メジャードナー（22）

駒崎繁夫
（戸田西）

平成29年6月15日

米山功労者メジャードナー（22）

山田誠治
（春日部）

平成29年7月12日

米山功労者メジャードナー（43）

森田武司
（大宮北東）

平成29年7月5日

米山功労者メジャードナー（49）

吉田　肇
（川口西）

平成29年7月21日

米山功労者メジャードナー（35）

関口博正
（杉戸）

平成28年10月25日

米山功労者メジャードナー（26）

大塚信郎
（上尾）

平成29年7月20日

米山功労者マルチプル（6）

岡崎愛子
（越谷東）

平成29年7月21日

米山功労者マルチプル（9）

田村晃佑
（春日部）

平成29年7月12日

米山功労者マルチプル（6）

岡田栄一
（上尾西）

平成29年7月26日

米山功労者マルチプル（9）

吉田暎治
（大宮西）

平成29年7月12日

米山功労者マルチプル（9）

藤田亘弘
（吉川）

平成29年7月12日

米山功労者メジャードナー（17）

高橋　靖
（春日部西）

平成29年7月25日

米山功労者マルチプル（7）

大熊雄喜
（大宮西）

平成29年7月12日

米山功労者メジャードナー（11）

永嶋輝一郎
（上尾西）

平成29年7月26日

米山功労者マルチプル（7）

寺門孝彦
（春日部）

平成29年7月27日

米山功労者メジャードナー（11）

矢島紀一
（杉戸）

平成28年8月31日

米山功労者マルチプル（6）

小島喜久雄
（春日部）

平成29年7月5日

米山功労者マルチプル（9）

内田弘章
（戸田西）

平成29年7月6日

米山功労者マルチプル（8）

黒須雅行
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者メジャードナー（15）

永嶋良一
（大宮）

平成29年7月28日

M・P・H・F（1）

根岸節子
（岩槻）

平成29年7月31日

P・H・F

櫻井耕二
（八潮）

平成29年7月25日

P・H・F

新井登志彰
（上尾西）

平成29年7月26日

P・H・F

長谷川英智
（八潮）

平成29年7月25日

P・H・F

大東悦巳
（春日部西）

平成29年7月10日

P・H・F

滝澤英明
（春日部）

平成29年8月2日

P・H・F

増岡昌行
（岩槻）

平成29年7月31日

ベネファクター

加藤文男
（鴻巣水曜）

平成29年7月25日

ベネファクター

三浦　守
（大宮）

平成29年7月28日

M・P・H・F（2）

海老原光男
（春日部）

平成29年8月9日

M・P・H・F（1）

松田和子
（八潮）

平成29年7月25日
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米山功労者マルチプル（5）

和井田昇
（吉川）

平成29年7月12日

米山功労者マルチプル（5）

飯野浩一
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者マルチプル（5）

川田金造
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者マルチプル（5）

永嶋幸男
（春日部）

平成29年8月2日

米山功労者マルチプル（5）

片桐　勇
（上尾西）

平成29年7月26日

米山功労者マルチプル（4）

中野重雄
（春日部西）

平成29年7月10日

米山功労者マルチプル（4）

栗原偉憲
（杉戸）

平成28年8月31日

米山功労者マルチプル（3）

渡辺　孝
（杉戸）

平成29年3月30日

米山功労者マルチプル（3）

鈴木拓雄
（桶川）

平成29年7月5日

米山功労者マルチプル（3）

山崎雅俊
（戸田西）

平成29年7月6日

米山功労者マルチプル（3）

小山　清
（上尾西）

平成29年7月26日

米山功労者マルチプル（2）

深江瑞枝
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者マルチプル（2）

江本尚浩
（大宮）

平成29年7月28日

米山功労者マルチプル（2）

前島昌文
（桶川）

平成29年8月3日

米山功労者マルチプル（2）

海老原光男
（春日部）

平成29年8月9日

米山功労者

稲垣壯一
（吉川）

平成29年7月12日

米山功労者

大東悦巳
（春日部西）

平成29年7月10日

米山功労者

田中政司
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者

栗原　均
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者

田原春夫
（蓮田）

平成29年7月27日

米山功労者

請川秀治
（川口）

平成29年7月27日

米山功労者

請川かおり
（川口）

平成29年7月27日

米山功労者

鈴木八郎
（大宮東）

平成29年8月7日

八 木 泰 典
（幸手中央）

平成29年7月1日入会
八木司法書士事務所

司法書士

尾 松 大 輔
（吉川）

平成29年7月1日入会
㈲松山水道設備

水道設備

新
会
員

新
会
員

大塚信之介
（浦和南）

平成29年7月3日入会
浦和はやと法律事務所

弁護士

ナ・カンチュン
（さいたま大空）
平成29年7月2日入会

㈱ケイアイエスエス
サービス ウェブ・エンジニアリング

風 岡 淳 一
（大宮西）

平成29年7月3日入会
風岡不動産鑑定事務所

不動産鑑定業

坂 原 　 一
（大宮西）

平成29年7月3日入会
大東設備工業㈱

建設業
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松ケ下要介
（松伏）

平成29年7月4日入会
㈱カナメ流通

運送業

福 田 幸 作
（川口/鳩ケ谷武南）
平成29年7月5日入会

リリーフ行政書士事務所
行政書士

堺 　 博
（大宮）

平成29年7月16日入会
㈱ライズ

飲食業

来 栖 勝 幸
（草加松原）

平成29年7月18日入会
賢友興行㈱
土木建設業

大 塚 洋 幸
（越谷）

平成29年7月25日入会
㈱礎

福祉・介護事業

福 本 孝 明
（草加松原）

平成29年7月4日入会
水戸証券㈱

証券業

橋 本 哲 寿
（越谷北）

平成29年7月5日入会
㈱礎

介護事業

森 田 　 功
（大宮南）

平成29年7月11日入会
㈱栃木銀行 大宮支店

銀行

熊 木 将 広
（戸田西）

平成29年7月13日入会
熊木式典㈱

葬儀業

関 根 正 也
（大宮西）

平成29年7月24日入会
㈱トヨタレンタリース埼玉

自動車賃貸業

松 下 悦 久
（浦和北）

平成29年7月5日入会
タイ料理ディージャイ

飲食業

山崎真之介
（川口/鳩ケ谷武南）
平成29年7月5日入会

㈱イイワット
環境エネルギー事業

日 向 宏 昭
（大宮）

平成29年7月12日入会
SMBC 日興証券㈱大宮支店

証券業

楠 　 慶 貴
（蕨）

平成29年7月18日入会
㈲現代ビル管理サービス

清掃業

大河原繁泰
（大宮）

平成29年7月5日入会
司法書士 大河原繁泰事務所

司法書士

山 根 義 秀
（春日部西）

平成29年7月6日入会
パブ・ロマンス

飲食業

小 林 秀 次
（越谷南）

平成29年7月13日入会
㈱岳南総業

紙器製造

西 田 幸 生
（浦和東）

平成29年7月20日入会
朝日生命保険（相）さいたま支店

保険

原 田 講 平
（桶川）

平成29年7月5日入会
日本生命保険（相）

生命保険業

板 谷 正 紀
（大宮南）

平成29年7月11日入会
はんがい眼科

眼科医

林 　 冬 彦
（戸田西）

平成29年7月13日入会
MPA コンサルデング

経営コンサルタント

松 崎 宏 輝
（さいたま中央）

平成29年7月20日入会
不二サッシ㈱関東支店

金属製建具工事業

新 井 貴 之
（大宮）

平成29年7月5日入会
㈱アサヒコミュニケーションズ

印刷業

牧野考二郎
（浦和東）

平成29年7月6日入会
ALSOK 埼玉㈱
ビジネスサービス

和 田 拓 也
（さいたま中央）

平成29年7月13日入会
㈱ワダックス
清掃業（特殊）

佐藤清與治
（桶川）

平成29年7月19日入会
富士食糧㈱

食品工業

瀧 　 隆 幸
（大宮）

平成29年7月5日入会
あいろん亭

飲食店

多 胡 　 彰
（大宮西）

平成29年7月10日入会
東日本旅客鉄道㈱大宮駅

鉄道業

杉 山 　 直
（川口）

平成29年7月13日入会
ななお税理士法人

税理士業

吉 岡 淳 一
（浦和中）

平成29年7月20日入会
フィクラ司法書士事務所

司法書士

本 岡 雅 彦
（大宮西）

平成29年7月3日入会
三井生命保険㈱

生命保険業

秋元志津子
（越谷中）

平成29年7月4日入会
明治安田生命保険（相）

生命保険

伊 藤 健 善
（大宮北）

平成29年7月4日入会
エイテスリンケージ㈱

建築設備

廿 野 幸 一
（大宮西）

平成29年7月3日入会
㈱相続・事業承継コンサルティングつづの税理士事務所

税理士業

瀬戸本一雄
（大宮西）

平成29年7月3日入会
むさし証券㈱

証券業
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田邊　龍 様
（浦和北）

平成29年7月10日
享年 96 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

小熊嘉兵衛 様
（川口）

平成29年7月30日
享年 89 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

松 浦 和 人
（越谷東）

平成29年8月3日入会
NTT 東日本埼玉南ビジネスイノベーション部バリュークリエイトグループ

電信電話事業部

山 本 樹 治
（川口シティ鳩ケ谷）
平成29年8月1日入会

㈱ワンズクリエイト
不動産仲介業

久 保 　 学
（鴻巣水曜）

平成29年8月1日入会
久保電機㈱
電気工事業

大 橋 　 勝
（越谷）

平成29年7月25日入会
㈲大はし
洋菓子販売

大 作 貴 洋
（杉戸）

平成29年7月27日入会
㈱和泉屋

料理店（和食）

山 崎 正 行
（杉戸）

平成29年7月27日入会
山崎開発㈱

建設業

坂 田 敏 信
（越谷）

平成29年7月25日入会
東武建築企画㈱

建築設計

利根川純子
（杉戸）

平成29年7月27日入会
ピュア
飲食店

2016－17年度 月信13号の米山寄付者 大竹映子様のクラブ名に
間違いがございました。正しくは「埼玉ゆずRC」です。

訂正し、お詫び申し上げます。大変申し訳ございませんでした。

文　庫　通　信（360号）
http://www.rotary-bunko.gr.jp

新着の文献から
◎「職業奉仕とロータリーの魅力」　大迫三郎　D.2730　2016　30p
◎「ロータリーの根幹は『ロータリーの目的』が規定する職業奉仕である」　D.2760  2017 　90p 
◎「ロータリーって何だろう－クラブ奉仕を中心に」　松山R.C.　2012　73p 
◎「新会員推薦の手引き」　大阪R.C.   2013　9・23p　
◎「ロータリーのしおり」　明石西R.C.　2014　22p
◎「シェルドンなきロータリー」　田中 毅　源流の会　2017　6p　（シェルドンの森を巡る旅）
◎「ロータリーの正義（Ⅲ）」　田渕水作夫  2017 　55p 
　                     　　　　　 　　　　〔上記申込先：ロータリー文庫〕

◎「ロータリー米山記念奨学会５０年のあゆみ」
　　ロータリー米山記念奨学会　2017  127p   
　　　　　　　〔申込先：ロータリー米山記念奨学会　TEL(03)3434-8681〕

◎「ロータリー情報ハンドブック (改訂第２版）」
　　ロータリー情報研究会　2017　821p
　　　　　　　　〔申込先：ロータリー情報研究会　FAX(050)3730-5737〕

　　　　　　　〔申込先：ロータリー米山記念奨学会　TEL(03)3434-8681〕

ロータリー文庫
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15

黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456
FAX（03)3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時
休館＝土・日・祝祭日
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増

　減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 115 1 115 1 0 3 0 73.44 

浦 和 東 91 11 93 11 2 3 2 90.99 

浦 和 南 27 3 28 3 1 3 1 88.89 

浦 和 中 49 3 50 3 1 6 1 87.04 

浦和ダイヤモンド 20 4 20 4 0 3 0 93.05 

第1グループ計 302 22 306 22 4 18 4 86.68 

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 80 7 81 7 1 8 1 83.82 

さいたま中央 44 2 45 2 1 5 2 81.21 

さいたまシティ 19 2 19 2 0 3 0 81.60 

浦 和 北 東 39 4 39 4 0 3 0 74.79 

さいたま新都心 39 0 40 0 1 3 1 82.65 

第2グループ計 221 15 224 15 3 22 4 80.81 

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 2 72 2 5 5 5 86.21 

大 宮 南 41 8 42 8 1 8 1 82.98 

大 宮 中 央 53 0 53 0 0 6 0 84.30 

大 宮 シ テ ィ 74 7 74 7 0 8 0 75.53 

さ い た ま 欅 26 2 25 1 -1 3 0 86.00 

さいたま大空 15 6 16 6 1 2 1 71.25 

第3グループ計 276 25 282 24 6 32 7 83.00 

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 108 7 115 7 7 10 7 71.87 

岩 槻 23 2 23 2 0 5 0 81.52 

大 宮 北 19 1 20 1 1 3 1 89.58 

大 宮 東 45 0 45 0 0 5 0 90.47 

岩 槻 東 27 3 29 4 2 3 2 93.52 

大 宮 北 東 15 2 15 2 0 2 0 82.22 

第4グループ計 237 15 247 16 10 28 10 84.86 

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 36 0 36 0 0 3 0 88.89 

鴻 巣 23 3 27 3 4 5 4 86.11 

桶 川 20 0 22 0 2 5 2 96.43 

上 尾 西 43 0 43 0 0 3 0 84.03 

北 本 5 0 5 0 0 3 0 92.00 

上 尾 北 26 0 26 0 0 2 0 88.38 

鴻 巣 水 曜 32 1 32 1 0 5 0 77.35 

桶川イブニング 19 1 19 1 0 2 0 82.50 

第5グループ計 204 5 210 5 6 28 6 86.96 

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 35 1 35 1 0 5 0 82.45 

杉 戸 42 1 45 2 3 5 3 78.57 

春 日 部 西 30 1 31 1 1 5 1 87.85 

庄 和 19 1 19 1 0 3 0 72.37 

春 日 部 南 32 2 32 2 0 5 0 83.60 

春日部イブニング 25 1 25 1 0 5 0 80.19 

第6グループ計 183 7 187 8 4 28 4 80.84 

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増

　減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 44 1 44 1 0 3 0 93.18 

蓮 田 53 3 53 3 0 5 0 72.21 

久 喜 48 4 48 4 0 3 0 87.98 

栗 橋 8 0 8 0 0 2 0 90.47 

幸 手 中 央 23 1 24 1 1 3 1 92.39 

第7グループ計 176 9 177 9 1 16 1 87.25 

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 96 4 99 4 3 4 3 80.64 

越 谷 南 48 3 49 3 1 3 1 89.50 

越 谷 北 52 3 53 3 1 3 1 85.88 

越 谷 東 46 3 46 3 0 3 0 77.68 

越 谷 中 19 1 20 2 1 2 1 88.24 

第8グループ計 261 14 267 15 6 15 6 84.39 

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 33 3 33 3 0 3 0 87.71 

八潮イブニング 24 0 24 0 0 5 0 77.30 

草 加 中 央 8 0 8 0 0 5 0 gatu 

八 潮 み ら い 24 0 24 0 0 6 0 77.08 

草 加 松 原 38 2 40 2 2 15 2 81.82 

第9グループ計 127 5 129 5 2 34 2 80.98 

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 16 0 16 0 0 3 0 93.54 

三 郷 33 4 33 4 0 5 0 77.65 

三 郷 中 央 19 1 19 1 0 3 1 78.58 

三郷ウェンズデー 24 3 24 3 0 2 0 84.38 

松 伏 14 3 15 3 1 3 1 95.37 

第10グループ計 106 11 107 11 1 16 2 85.90 

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 87 12 87 12 0 5 1 72.49 

鳩 ヶ 谷 21 2 21 2 0 3 0 73.33 

川 口 東 24 0 24 0 0 3 0 81.32 

川口/鳩ヶ谷武南 23 2 25 2 2 3 2 98.15 

川 口 モ ー ニ ン グ 25 2 25 2 0 5 0 91.20 

川 口 南 35 6 35 6 0 3 0 70.40 

川口シティ鳩ヶ谷 14 1 14 1 0 2 0 90.53 

埼 玉 ゆ ず 10 10 10 10 0 2 0 83.30 

第11グループ計 239 35 241 35 2 26 3 82.59 

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 54 5 55 5 1 4 2 81.83 

蕨 19 2 20 2 1 3 1 88.36 

川 口 西 28 6 28 6 0 3 0 73.00 

戸 田 西 21 1 23 1 2 2 2 90.47 

川 口 北 20 0 20 0 0 5 0 74.80 

川 口 北 東 14 2 14 2 0 2 0 78.57 

川 口 中 央 10 1 10 1 0 2 0 100.00 

川口むさし野 14 2 14 2 0 1 0 88.36 

戸田イブニング 18 1 18 1 0 4 0 66.63 

第12グループ計 198 20 202 20 4 26 5 82.45 

地 区 合 計 2530 183 2579 185 49 289 54 82.58 
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